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定例会
─ 12 月─

１２月定例会は、１１月２９日から１２月１７日まで開催さ
れ、平成２４年度決算認定３件、条例６件、補正予算７件、
陳情３件、その他６件を審議し、議案はすべて原案どおり
可決、承認しました。

　地方税法の一部改正により、市税に係る延滞金の利率を見直したことに伴い、これに

準じて市税以外の収入金に係る延滞金の利率を改正します。

　消費税及び地方消費税の税率が引き上げられるため、

水道料金及び加入金の額を改正します。

　消費税及び地方消費税の利率が引き上げられるため、

下水道使用料の額を改正します。

○延滞金の利率の見直しに伴う条例の制定

○水道事業給水条例の一部改正

○下水道条例の一部改正

主な条例制定・改正

主な補正予算

2,500万円

　住宅などのリフォーム及び廃屋
の解体に対して補助を行います。
補助対象工事が５０万円以上で、
要した経費の１０％相当を補助す
るもので、経済対策の事業として追加補正します。

（最高２０万円まで補助）

　今年度、イノシシ捕獲量の増加が見込まれる
ため、３００頭分の捕獲費用を追加補正します。

　消費税増税に向け、市内商業者の活性化と個
人消費の後退抑制を図るため、１０％の上乗せ
分を上天草市商工会に補助します。（５００円の
商品券１１枚つづりを５，０００円で２万冊発行）

住宅リフォーム等支援事業補助金 有害鳥獣駆除委託料

プレミアム商品券事業補助金 前島開発地区大規模開発に係る
設計業務委託料

　前島地区大規模開発
にかかる委託経費。

前島開発予定地

200万円 240万円

1,050万円

可
決

可
決

可
決

可
決
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　上天草市では、平成２４年７月１日施行の再生可能エネルギーの固定価格買取制度に

合わせ、財源確保も兼ねた太陽光発電事業を進めます。

松島展望休憩所

山下勝一 氏　姫戸町

松島展望休憩所
大矢野自然休養村管理センター

スパ・タラソ天草

指 定 管 理 者 名
三勢・ひとづくりくまもとネット・
祐和曾共同体

指 定 期 間 H26年4月1日～H29年3月31日

指 定 管 理 者 名 特定非営利活動法人NPO支援機構

指 定 期 間 H26年4月1日～H31年3月31日

指 定 管 理 者 名（株）ウェルネスデベロップメント

指 定 期 間 H26年4月1日～H31年3月31日

＊事業内容＊

〔１〕施行箇所 面積 発電量

①貝場地区（大矢野）漁港施設 １７，４９０㎡ １，３００ｋｗ

②松島庁舎屋根 ９８６㎡ ５０ｋｗ

③龍ヶ岳小学校屋根 ８２０㎡ ４０ｋｗ

〔２〕事業概要

●事業期間・・・・・・・・・・・・・２０年

●リース期間・・・・・・・・・・・１５年

●予定年間リース料・・・・・４，６８０万４，０００円

●年間予定売電収入 ・・・・５，２９５万７，０００円

●年間予定収益・・・・・・・・・６１５万３，０００円

〔３〕契約方法

包括的施設リース方式（機器・建設・保守を含む）

○電気事業について

○指定管理者の指定について

○教育委員会委員

人事案件 同
意

可
決

可
決
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議案等の賛否表
重要議案等に対して、各議員が「賛成」「反対」のどちらであったか、下記のとおり公表します。

議 案
番 号 議 案 名 賛 否 結 果

表
決
数

嶋
元
秀
司

切
通
英
博

平
田
晶
子

何
川
雅
彦

田
中
た
つ
お

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

島
田
光
久

新
宅
靖
司

田
中
万
里

園
田
一
博

桑
原
千
知

渡
辺
勝
也

田
中
勝
毅

津
留
和
子

堀
江
隆
臣

議 案
第83号

特別会計条例の
一部改正

原案に
対して
賛成か

原案
可決 14・2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ― ○ ○ ―

議 案
第84号

下水道条例の一
部改正

原案に
対して
賛成か

原案
可決 16・1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案
第86号

水道条例の一部
改正

原案に
対して
賛成か

原案
可決 16・1 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案
第88号

電気事業特別会
計予算

原案に
対して
賛成か

原案
可決 15・2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳 情
第８号

白涛地区・東満地
区道路整備計画に
ついての陳情

採択とす
ることに
賛成か

採択 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳 情
第９号

谷地区水路整備に
関する陳情

継続審査
とすること
に賛成か

継続
審査 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

陳 情
第11号

市道亀之迫江後線
道路拡張・離合箇
所に関する陳情

採択とす
ることに
賛成か

採択 17・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

◎議案名は一部省略しています。　○賛成　●反対　−議長及び欠席者

臨時議会
１１月６日に市議会臨時会が開かれ、補正予算１
件、工事請負契約締結について１件が上程され、
すべて原案のとおり可決しました。

　太陽光発電事業系統連系技術検討手数料と
して６３万円を予備費から総務費の財産管理
費への組み替え。

○工 事 名：上天草港（大道港区）浮桟橋整備工事

○工　　期：平成２５年１１月７日～平成２６年３月２５日

○契約金額：２億３，３４１万５，０００円

○契約相手：吉田・住吉特定建設工事共同企業体

○契約方法：指名競争入札

●一般会計補正予算（第４号）

●工事請負契約の締結について

12月定例会

可
決

可
決
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◇決算特別委員会での『主な審議内容』◇

平成２４年度一般会計１７４億９千万円

平成24年度 決 算 報 告
　９月議会において決算特別委員会に付託されました、平成２４年度上天草市歳入歳出決算、平成２４
年度上天草市水道事業会計決算及び平成２４年度上天草市立上天草総合病院事業会計決算について
平成２５年１０月２１日～２３日までの３日間、委員会を開催して審査し、その経過並びに結果を報告し
ました。１２月定例会にて採決の結果、全会一致で認定されました。

地方交付税一本算定化を初めとする今後の財政運営や、大型事業への危惧、自主財源の確
保など、監査委員から指摘・要望がなされているが、どのように取り組み改善していくのか。

住宅リフォーム等支援事業補助金499万4千円について、その内容と経済効果を伺
いたい。

水道事業において、24年度の有収率は72.85％と低下している。この原因と有収率を
上げるための対策は、どのようなことを行ったのか。（有収率：配水した水のうち、料金
収入の対象となった水量。数値が高いほど良い。）

地方交付税一本算定化については、現時点で今年度より16億円程度減少すると見込ん
でおり、減額に耐え得る財政基盤の確立が必要です。自主財源の拡充や経費節減の必要
性から、事務事業の適正化、効率化、重点化に行政全体で強く取り組んでいます。また、大
型建設事業が過度な財政負担にならないよう、計画的な執行に取り組んで参ります。

市民が住居する住宅についてリフォーム及び廃屋の解体を行う場合、当該事業に要する経
費の10％、最高20万円を助成する事業で、24年度は37件の申請のうち抽選を行い32件
に交付したものです。本事業により総額約7,267万円の直接的な経済効果がありました。

これまで年間100件以上の漏水処理や調査を行ってきたが、老朽管からの漏水に追い
ついていないのが原因と考えられます。今年度から専門業者への委託を行い、次年度以
降の有収率アップに重点的に取り組んで参ります。

他10会計を認
定

質 疑

質 疑

質 疑

回 答

回 答

回 答

▲決算特別委員会の様子

決算特別委員会
　 委 員 長　切通英博
　 副委員長　田中万里
 　委　   員   嶋元秀司・平田晶子・田中たつお・宮下昌子・西本輝幸・島田光久・桑原千知
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委
員
か
ら
の
意
見

　

12
月
９
日
、
現
地
踏
査
及
び
付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
過
、
並
び
に

結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

12
月
11
日
、
現
地
踏
査
及
び
付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
過
、
並
び
に

結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
87
号

　

上
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

〔
所
管
部
門
〕 可
決

現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ロ
マ
駐
車
場
は
、
将

来
的
に
は
弓
道
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、新
た
な
駐
車
場
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
用
地
取
得
が
出
来
な
い
場
合
、
新
た
な
駐
車

場
用
地
の
確
保
が
見
込
め
な
い
こ
と
や
、
交
渉
を
進

め
る
中
で
所
有
者
か
ら
「
売
却
し
て
も
よ
い
」
と
の

回
答
を
得
ら
れ
、
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
こ
の

機
会
に
取
得
す
る
こ
と
が
本
市
に
と
っ
て
有
利
と
判

断
し
、
今
回
、
補
正
で
の
計
上
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
改
正
前
の
需
要
を
市

外
で
は
な
く
、
市
内
で
消
費
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
で
、
今
回
の
実
施
期
間
と
な
り
ま
し

た
。
事
業
終
了
後
に
分
析

を
行
い
、
よ
り
効
果
が
上

が
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

松
島
庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
当

初
予
算
で
は
な
く
、
な
ぜ
こ
の
時
期
の
補
正

な
の
か
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
つ
い
て
、
な
ぜ

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
実
施
と
な
っ
た
の
か
。

他
の
時
期
の
検
討
は
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

問

問

答

答

上
天
草
市
議
会 

常
任
委
員
会

12
月
４
日
の
本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
、
３
つ
の

常
任
委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
問
と
そ
の

答
弁
、
委
員
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

①�

用
地
取
得
な
ど
に
係
る
重
要
な
案
件
は
、

当
初
予
算
に
お
い
て
計
上
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
今
後
、
厳
に
慎
ん
で
ほ
し
い
。

②�

現
敷
地
の
配
置
計
画
を
見
直
し
、
新
た
に

ど
の
程
度
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
る
か
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

③�

土
地
所
有
者
と
の
金
額
面
の
交
渉
は
慎
重

に
行
い
、
用
地
取
得
費
を
少
し
で
も
抑
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

議
案
第
87
号

　

上
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
所
管
部
門
〕 可
決
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小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
と
は

反
対
意
見

　

12
月
10
日
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
過
、
並
び
に
結
果
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
水
道
料
金
及
び
加
入
金
の
額
を
改
め
る
も
の

で
す
。 文

教
厚
生
常
任
委
員
会

議
案
第
86
号

　

�

上
天
草
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
87
号

　

上
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
所
管
部
門
】

議
案
第
96
号

　

�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
上
天
草

市
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
）

可
決

可
決

可
決

上天草市議会　常任委員会

前
回
の
抽
選
で
外
れ
た
方
が
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
る
事
や
、
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
を

目
的
に
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
補
正
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。

契
約
後
に
、
年
度
毎
の
目
標
入
館
者
数
の
記

載
を
依
頼
し
ま
す
。
経
費
削
減
の
目
標
に
人

員
削
減
を
掲
げ
て
あ
る
た
め
、
雇
用
に
は
多
少
の
影

響
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
改
修
が
必
要
か
ど

う
か
の
判
断
は
地
域
や
管
理
者
に
任
せ
て
い

ま
す
。

26
年
度
も
公
募
を
予
定
し
て
い
る
が
、
松
島
・

龍
ヶ
岳
か
ら
応
募
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
高

齢
者
福
祉
計
画
等
推
進
委
員
会
に
て
協
議
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
現
在
は
駆
け
込
み
の
住
宅
建
設
な
ど

で
小
規
模
の
事
業
者
も
忙
し
い
と
思
わ
れ
る
。
補
正

予
算
計
上
の
目
的
は
。

候
補
者
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
入
館
者
目

標
を
契
約
後
で
も
記
載
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

ま
た
、
人
員
削
減
と
あ
る
が
、
地
元
雇
用
は
守
ら
れ

る
の
か
。

介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業
補
助
金

の
介
護
予
防
拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
の
改
修
が
必
要
な
公
民
館
や
集
会
所

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
整
備
補
助

金
に
つ
い
て
、
今
回
大
矢
野
地
区
に
施
設
を

開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
今
後
、
松
島
・
龍
ヶ

岳
圏
域
か
ら
の
応
募
が
な
く
、
も
う
１
ヶ
所
大
矢
野

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

問問

問

問

答答

答答

上天草市交流センター
スパ・タラソ天草

バリアフリー化された集会所

自
宅
で
の
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
の
希
望
、
介
護
が
必
要
な
程
度
や

状
況
に
応
じ
て
、
施
設
へ
の

｢

通
い｣

を
中

心
に

｢

泊
ま
り｣

、
自
宅
へ
の
「
訪
問
」
を

組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
施
設
。

　

消
費
税
増
税
に
反
対
し
て
い
る
。
今
回
の

改
正
は
、
加
入
者
に
と
っ
て
負
担
増
と
な
る

た
め
反
対
で
あ
る
。
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市政のココを問う市政のココを問う市政のココを問う

一般
質問

１２月定例会では８人の議員が一般質問を行いました。

氏　名 質　問　事　項

田中辰夫

入札について

公共工事（建築）の瑕疵について

※瑕疵（かし）とは…欠点や過失のこと

宮下昌子

松島・八代航路について

若者定住対策について

新年度予算について

小西涼司

前島地区総合開発計画について

水道事業について

合津地区の農業基盤整備事業について

入札及び建設工事関係について

津留和子 観光産業の振興について

氏　名 質　問　事　項

平田晶子

九州オルレによる観光戦略について

イノシシによる被害状況と対策について

ふるさと応援基金について

島田光久

行政財産の管理状況について　

介護要支援サービスの法改正について

農業の振興策と耕作放棄地対策について

田中万里

前島開発の現在の状況について

フィッシャリーナ天草株式会社について

海を活用した観光振興について

大矢野中学校のその後について

桑原千知
天草四郎メモリアルホールについて

学校教育全般について

【1 日目】

※�一般質問（定例会及び臨時会）の会議録についてはホームページや各図書館にて閲覧できます。
　（定例会終了後、概ね２カ月後にホームページへの掲載及び図書館に会議録配付となります）

【2 日目】

2014 上天草市議会だより 15号
kamiamakusa municipal assembly
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A

Q

Q

A

上
天
草
市
の
今
後
の
入
札

制
度
に
つ
い
て

条
件
付
一
般
競
争
入
札
の
本

格
導
入
が
必
要

市政のココを問う

松
島
・
八
代
航
路
問
題
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

運
航
で
き
る
か
で
き
な
い
か

は
、３
月
上
旬
に
は
出
し
た
い

K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

田
中　

電
子
入
札
導
入
後
、
一
般
競
争

入
札
は
何
件
あ
っ
た
か
。

総
務
企
画
部
長　

条
件
付
一
般
競
争
入

札
は
、
市
が
２
件
（
松
島
庁
舎
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
・
維
和
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の

外
壁
改
修
工
事
）、
病
院
関
係
が
１
件
（
病

院
棟
の
改
修
工
事
）
で
あ
り
ま
し
た
。

田
中　

上
天
草
市
に
お
い
て
は
、
低
入

札
価
格
調
査
制
度
を
利
用
し
て
い
る
と
思

う
が
。

副
市
長　

最
低
制
限
価
格
制
度
と
低
入

札
価
格
調
査
制
度
の
二
本
柱
で
や
っ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
市
に
お
い
て
は
低

入
札
価
格
調
査
制
度
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。田

中　

こ
の
二
つ
の
制
度
の
違
い
に
つ

い
て
。

総
務
企
画
部
長　

最
低
制
限
価
格
制
度

は
、
一
定
未
満
の
入
札
が
行
わ
れ
た
場
合
、

失
格
と
な
り
ま
す
。
低
入
札
価
格
調
査
制

度
は
、
一
定
未
満
の
入
札
が
行
わ
れ
た
場

合
、
対
象
者
に
よ
っ
て
適
切
な
履
行
が
行

わ
れ
る
か
調
査
を
し
ま
し
て
、
適
正
な
履

行
が
で
き
る
と
確
認
で
き
た
場
合
に
契
約

を
行
い
ま
す
。

田
中　

調
査
基
準
価
格
を
下
回
る
入
札

宮
下　
『
松
島
・
八
代
航
路
あ
り
方
検
討

会
』
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

総
務
企
画
部
長　

本
航
路
の
可
否
を
含

め
た
将
来
像
モ
デ
ル
は
、
３
月
上
旬
頃
に

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
状
況
で
す
。

宮
下　

再
開
を
決
め
た
場
合
、
年
度
途

中
で
も
補
正
で
可
能
か
。

総
務
企
画
部
長　

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

市
長　

民
間
が
運
営
す
る
航
路
で
す
か

ら
、
行
政
が
再
開
を
決
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る
か
、

今
考
え
て
い
る
最
中
で
す
。

宮
下　

再
開
が
決
ま
れ
ば
、
県
は
費
用

の
３
分
の
１
を
負
担
す
る
と
言
っ
て
い

る
。
八
代
市
と
も
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
交
通
弱

者
対
策
と
し

て
、
民
間
バ
ス

へ
の
補
助
も
し

て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
再
開

に
向
け
て
強
く

要
望
し
ま
す
。

が
行
わ
れ
た
場
合
に
設
置
さ
れ
る
契
約
審

査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
。

総
務
企
画
部
長　

契
約
審
査
委
員
会
は

指
名
委
員
会
の
委
員
を
も
っ
て
充
て
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
副
市
長
、
総
務
企
画

部
長
、
経
済
振
興
部
長
、
建
設
部
長
、
水

道
局
長
、
監
理
課
長
の
６
名
で
す
。

　
　
【
公
共
建
設
物
の
瑕
疵

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

田
中　

近
年
、
上
天
草
市
に
新
し
い
公

共
の
建
築
物
が
建
っ
て
い
る
が
、
管
理
瑕

疵
な
ど
に
つ
い
て
。

副
市
長　

管
理
瑕
疵
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
道
路
や
、
建
物
を

含
ん
だ
と
こ
ろ
で
工
事
請
負
約
款
を
作
っ

て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
、
鉄
骨
と
い
っ
た
建
物

は
２
年
、
木
造
建
物

や
電
気
設
備
な
ど
は

１
年
。
た
だ
し
、
故

意
に
業
者
が
隠
し
、

後
で
わ
か
っ
た
場
合

な
ど
の
瑕
疵
に
つ
い

て
は
10
年
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
【
子
ど
も
医
療
費
の
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

宮
下　

小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
充
し
た

場
合
の
試
算
は
。

健
康
福
祉
部
長　

小
学
校
６
年
生
ま
で

拡
充
し
た
場
合
の
増
額
分
は
約
１
千
４
百
万

円
、総
額
で
約
８
千
百
万
円
に
な
る
と
試
算

し
て
い
ま
す
。

宮
下　

県
内
自
治
体
で
は
高
３
ま
で
が

２
自
治
体
、
中
３
ま
で
が
24
自
治
体
、
小

６
ま
で
が
11
自
治
体
と
全
体
の
82
％
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
上
天
草
市
は
遅
れ
て
い

る
方
だ
。

健
康
福
祉
部
長　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
対
策
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
医
療
費
の
見

直
し
は
考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
検
討
課
題
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

宮
下　

病
気
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
医
療

費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
若

者
定
住
に
も
結
び
つ
く
。
ま
た
、
今
後
太

陽
光
発
電
事
業
に
も
取
り
組
ま
れ
る
が
、

収
益
は
、
ぜ
ひ
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
現
在
、
上
天
草
市
の
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
で
す
。

田中たつお議員

宮下　昌子議員

合津港

松島庁舎
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QA

QA

前
島
地
区
の
観
光
開
発
は
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

進
入
口
の
交
差
点
協
議
を
進

め
て
い
る

主
力
産
業
は
観
光
。
上
天
草

市
民
の
気
づ
き
が
大
事

や
は
り
私
が
率
先
し
て
働
き

か
け
を
行
う
作
業
を

市政のココを問う K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

小
西　

前
島
地
区
の
観
光
開
発
計
画
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

千
巌
山
・
前
島
地
区

総
合
開
発
計
画
書
を
も
と
に
進
め
て
い
ま

す
。
国
道
・
市
道
の
改
良
の
た
め
の
県
警

と
の
交
差
点
協
議
に
向
け
た
調
整
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
土
交
通
省
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
利
用
し
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
の
事
業
と

し
て
、
事
業
費
総
額
で
10
億
６
千
万
円
程

度
、
う
ち
国
の
交
付
金
を
４
億
６
千
万
円

程
度
見
込
ん
で
い
ま
す
。

    

【
米
山
星
平
線
の
道
路
の

           

復
旧
計
画
に
つ
い
て
】

小
西　

新
倉
江
浄
水
場
の
稼
働
状
況
に

つ
い
て
は
、
問
題
な
く
安
全
な
飲
料
水
を

安
定
し
て
供
給
し
て
い
る
が
、
工
事
用
道

路
と
し
て
利
用
し
た
米
山
星
平
線
の
道
路

の
復
旧
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長
　

本
年
度
よ
り
補
助
事
業
で

整
備
計
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総
延
長
で

２
千
４
百
ｍ
、
総
事
業
費
５
千
８
百
万
円

で
平
成
27
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
完
成
す

る
予
定
で
す
。

　
　
【
観
光
産
業
の
振
興

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

津
留　

上
天
草
市
は
他
市
町
と
比
べ
、

景
観
や
食
、
歴
史
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の

食
事
処
や
宿
泊
所
な
ど
が
豊
富
に
そ
ろ
っ

て
い
る
い
い
街
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
調
べ
で
分
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
上
天
草
市
の
外
貨
を
稼
ぐ
主
力
産

業
は
観
光
産
業
、
農
業
、
水
産
業
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
観
光

産
業
が
一
番
の
柱
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
従
事
者
も
一
番
多
い
は

ず
で
す
。
観
光
産
業
を
も
っ
と
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
、
市
民
の
働
き
口
を
増
や
し
、

収
入
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
観
光
産
業
は
、
農
業
・

漁
業
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
で
、
観
光

産
業
が
伸
び
れ
ば
お
の
ず
と
農
業
・
漁
業

に
対
す
る
牽
引
車
の
役
目
を
果
た
す
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
の
発
展
の
要
素
は
な
ん
と

い
っ
て
も
そ
こ
に
住
む
人
々
、
つ
ま
り
上

天
草
市
民
の
「
気
づ
き
」
が
最
も
大
き
な

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
上
天
草
市

は
市
内
外
か
ら
と
て
も
「
期
待
感
」
を
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
政
の
仕
事
、
役
割

  

【
合
津
地
区
の
農
業
基
盤
整

                

備
事
業
に
つ
い
て
】

小
西　

合
津
川
地
区
の
農
業
基
盤
整
備

事
業
に
つ
い
て
の
計
画
は
ど
う
な
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

平
成
26
年
度
は
基
礎

調
査
、
平
成
27
年
度
は
事
業
計
画
書
の
作

成
・
地
元
推
進
体
制
の
整
備
・
事
業
参
加

の
意
向
確
認
、
平
成
28
年
度
に
事
業
計
画

の
確
認
・
同
意
徴
収
と
採
択
の
県
へ
の
申

請
、
平
成
29
年
度
か
ら
工
事
着
工
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

小
西　

合
津
川
と
並
行
し
て
土
地
の
基

盤
整
備
を
行
う
こ
と
は
、
合
津
地
区
の
冠

水
の
解
消
、
ま
た
、
景
観
の
再
生
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
と
て
も
大
事
な

事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

と
し
て
市
民
と
事
業
者
を
「
観
光
で
発
展

さ
せ
る
ぞ
！
」
と
い
う
意
気
込
み
を
持
た

せ
る
、
そ
の
気
に
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
、

こ
れ
こ
そ
が
市
長
の
仕
事
で
あ
り
市
長
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
市

長
に
は
期
待
感
を
実
感
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

日
帰
り
客
は
順
調
に
伸
び
て
き

ま
し
た
が
、
宿
泊
客
が
な
か
な
か
好
転
し

ま
せ
ん
。
今
、
観
光
業
者
へ
の
経
営
に
関

す
る
支
援
な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
料
理

や
設
備
、
あ
る
い
は
お
も
て
な
し
の
精
神

を
変
え
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
を

整
え
る
な
ど
の
改
革
案
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
悩
み
は
多
い
の
で
す
が
、
観
光
お
も

て
な
し
課
の
職
員
と
い
ろ
い
ろ
話
を
進
め

て
い
ま
す
。
私
が
率
先
し
て
働
き
か
け
を

行
う
と
い

う
作
業
を

や
っ
て
い

き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小西　涼司議員

津留　和子議員観光産業の職場で働く人
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A

Q

Q

A

首
相
夫
人
来
市
に
よ
る
宣
伝
効

果
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
か

新
聞
４
社
、テ
レ
ビ
３
社
、ネ
ッ

ト
３
社
、計
４
８
６
万
５
千
円

市政のココを問う

公
文
書
は
市
民
と
の
共
有
の

財
産
で
あ
る

財
産
と
い
う
よ
り
業
務
上
必

要
な
書
類
で
あ
る

K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

　
【
九
州
オ
ル
レ
に
よ
る

　
　
　
　

観
光
戦
略
に
つ
い
て
】

平
田　

済
州
オ
ル
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
よ
う
に
九
州
オ
ル
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
し
て
、
毎
年
、
認
定
コ
ー
ス
を
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

経
済
振
興
部
長　

平
成
26
年
２
月
発
足

予
定
の
九
州
オ
ル
レ
認
定
地
域
連
絡
協
議

会
（
仮
称
）
で
来
年
度
の
事
業
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
開
催
が
決
定
し
た
際
は
、

本
市
が
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
【
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

　
　
　

状
況
と
対
策
に
つ
い
て
】

平
田　

今
年
度
は
既
に
７
１
５
頭
の
イ

ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
、
大
矢
野
地
区
で
も

被
害
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
雲
仙
市
南

串
山
町
で
は
ヤ
ギ
に
田
畑
の
周
り
の
雑
草

を
食
べ
さ
せ
、
荒
れ
地
や
耕
作
放
棄
地
を

解
消
し
、
イ
ノ
シ
シ
が
近
寄
り
に
く
く
な

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
被
害
が
激
減

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
モ
デ
ル
地
区
を
設

け
て
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を

講
じ
て
き
ま
し
た
が
、新
た
に
ヤ
ギ
の
放
牧

を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、速
や
か
に

島
田　

市
は
税
金
で
市
民
に
代
わ
っ
て

行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。
市
が
管
理
す
る

行
政
の
情
報
、
公
文
書
は
当
然
市
民
と
の

共
有
の
財
産
で
あ
り
ま
す
。
上
天
草
市
合

併
時
に
保
存
期
限
の
過
ぎ
た
旧
４
町
の
公

文
書
、
昭
和
の
合
併
時
の
公
文
書
ふ
く
め

て
大
量
の
資
料
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
草
市
は
保
存
期
限
が
過
ぎ
た
公
文
書
を

整
理
し
、
歴
史
文
化
資
料
と
し
て
残
す
た

め
、
公
文
書
館
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
上
天
草
市
も
保

存
期
限
が
過
ぎ
た
公
文
書
、
学
校
資
料
ほ

か
、
廃
棄
で
は
な
く
市
の
歴
史
・
文
化
資

料
と
し
て
、
市
民
共
有
財
産
と
し
て
後
世

に
つ
な
ぎ
、
検
証
・
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

保
存
に
向
け
て
取
り
組
む
の
も
行
政
の
役

目
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

公
文
書
は
財
産
と
い
う
よ
り
業

務
上
必
要
な
書
類
で
あ
っ
て
、
文
書
の
内

容
に
よ
っ
て
１
年
保
存
、
３
年
保
存
、
５

年
保
存
あ
る
い
は
永
久
保
存
と
い
う
ふ
う

に
上
天
草
市
の
文
書
管
理
規
則
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て

は
天
草
市
で
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
我
々

と
し
て
は
ま
だ
検
討
ま
で
い
た
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
公
文
書
と
い
う
の

職
員
を
派
遣
し
、現

地
の
視
察
、効
果
を

確
認
し
た
上
で
、導

入
の
検
討
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　
【
上
天
草
市
ふ
る
さ
と

　
　
　
　

応
援
基
金
に
つ
い
て
】

平
田　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

状
況
は
県
下
で
も
上
位
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
へ

お
礼
の
特
典
と
し
て
、
特
産
品
を
贈
呈

し
て
い
る
自
治
体
が
全
国
的
に
増
え
て
い

る
。
本
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
特
産
品
が

あ
る
の
で
、
新
た
な
納
税
寄
附
者
を
募
る

た
め
に
導
入
し
て
み
て
は
。

市
長　

以
前
、
ず
い
ぶ
ん
検
討
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
東
京
の
郷
友
会
か
ら

も
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
の

声
が
あ
る
の
で
再
度
検
討
し
ま
す
。

平
田　

こ
れ
か
ら
も
上
天
草
市
を
応
援

し
て
く
だ
さ
る
か
た
が
増
え
る
よ
う
、
一

緒
に
な
っ
て
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
い
。

は
永
久
保
存
の
み
保
存
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
廃

棄
す
る
、
廃
棄
し
た
あ
と
の
文
書
に
つ
い

て
は
既
に
公
文
書
の
意
味
を
な
さ
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　
【
樋
島
ク
ラ
ゲ
加
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

島
田　

樋
島
ク
ラ
ゲ
加
工
場
が
無
断
で

公
有
地
に
越
境
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
た

め
、
不
法
占
拠
財
産
取
扱
要
綱
に
準
じ
て
、

越
境
部
分
の
撤
去
の
申
し
入
れ
を
し
て

あ
っ
た
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

総
務
企
画
部
長　

撤
去
通
知
発
送
２
カ

月
後
、
撤
去
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
２
回
目
の
撤
去
通
知
を
発
送

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
解
体
及
び

撤
去
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
３
月
30
日

ま
で
に
は
撤
去
す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

平田　晶子議員

島田　光久議員

ヤギを活用してイノシシ対策を！

大矢野庁舎書庫棟
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QA

QA

藍
の
村
観
光
株
式
会
社
は
27
年

に
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
が

工
程
的
に
は
可
能
と
考
え
て

い
る

上
天
草
市
に
お
け
る
大
き
な

課
題
は
教
育
で
あ
る

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
力

に
な
り
た
い

市政のココを問う K A M I A M A K U S A S H I G I K A I D A Y O R I

田
中　

前
島
地
区
へ｢
藍
の
村
観
光
株

式
会
社｣

の
企
業
進
出
が
発
表
さ
れ
て

８
年
が
経
つ
が
、
当
時
、
議
会
全
員
協
議

会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
計
画
（
雇
用
数

１
０
０
人
）
と
現
在
の
変
更
点
は
。

経
済
振
興
部
長　

現
在
は
、
観
光
お
も

て
な
し
課
で
作
成
し
て
い
る
千
巌
山
・
前

島
地
区
総
合
開
発
計
画
、
前
島
の
全
体
を

計
画
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
藍
の
村
さ
ん

の
駐
車
場
関
係
を
含
め
た
全
体
の
計
画
を

今
現
在
立
て
て
い
ま
す
。
１
０
０
人
の
雇

用
は
継
続
で
す
。

田
中　

計
画
で
は
、
年
間
80
万
人
の
入

込
数
の
予
測
だ
が
、
そ
の
際
の
前
島
地
区

へ
の
入
口
の
渋
滞
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

県
・
国
と
の
協
議
は
行
っ
て
い
る
か
。

経
済
振
興
部
長　

今
現
在
の
交
通
量
調

査
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
、
今
後
、
県
警

と
の
協
議
を
実
行
し
て
い
く
か
と
思
い
ま

す
。田

中　

ま
た
、
隣
の
熊
本
ヤ
マ
ハ
を
買

い
取
っ
て
、
一
体
型
の
運
営
を
し
た
い
と
言

わ
れ
た
が
、
市
が
取
得
し
て
ど
の
よ
う
な

計
画
の
も
と
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

藍
の
村
さ
ん
が
進
出
さ
れ
る
予

定
は
国
民
宿
舎
跡
地
で
あ
り
、
隣
の
熊
本

　
　
【
学
校
教
育
全
般

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
】

桑
原　

市
内
中
学
校
に
お
い
て
、
学
校

が
荒
れ
た
状
態
で
あ
る
と
の
認
識
が
広

が
っ
て
い
る
。
学
校
側
と
保
護
者
の
認
識

の
ズ
レ
は
か
な
り
深
刻
で
あ
る
。
教
育
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
、
悪
い
習
慣

を
打
ち
破
る
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　

生
徒
指
導
を
要
す
る
子
供
も

不
登
校
の
子
供
も
上
天
草
市
の
将
来
を
担

う
子
供
で
す
。
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

が
施
行
さ
れ
、
学
校
に
い
じ
め
防
止
対
策

基
本
方
針
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
外
部
関
係
者
も
含
め
た
、
い
じ
め
問

題
対
策
協
議
会
が
い
じ
め
の
認
知
を
行
い

ま
す
。
学
校
を
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い

き
ま
す
。

桑
原　

学
校
も
保
護
者
も
真
剣
に
子
供

の
将
来
を
考
え
て
い
る
と
思
う
が
、
学
校

を
監
督
す
る
立
場
の
教
育
委
員
会
の
役
回

り
が
カ
ギ
を
握
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　

教
師
の
授
業
力
を
含
め
た
人

権
感
覚
の
向
上
を
図
り
、
継
続
的
に
支
援

と
指
導
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
検
討
中
で
す
。

桑
原　

小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
、

ヤ
マ
ハ
の
土
地
は
海
の
駅
的
な
、
イ
ル
カ

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
総

合
的
に
で
き
る
中
心
施
設
を
設
置
し
、
周

辺
に
商
業
施
設
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

田
中　

そ
う
な
れ
ば
今
の
駐
車
場
で
は
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
う
え
、
公
共
ト
イ
レ
・
バ

ス
停
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

経
済
振
興
部
長　

客
数
を
考
え
る
と
、

駐
車
場
が
少
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で

検
討
し
、
公
共
ト
イ
レ
・
バ
ス
停
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
中　

藍
の
村
さ
ん
は
27
年
に
は
オ
ー

プ
ン
を
目
指
す
予
定
だ
が
、間
に
合
う
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

地
元
の
説
明
会
を
開

催
し
、
御
理
解
い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら
先

に
つ
い
て
は
工
程
的
に
は
可
能
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

天
草
四
郎
旗
少
年
野
球
大
会
を
開
催
し
た

ら
ど
う
か
。

市
長　

野
球
は
非
常
に
盛
ん
な
地
域
で

あ
り
、
プ
ロ
野
球
選
手
も
輩
出
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
【
天
草
四
郎
メ
モ
リ
ア
ル

　
　
　
　
　

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
】

桑
原　

上
天
草
市
の
南
蛮
文
化
・
キ

リ
シ
タ
ン
文
化
に
加
え
、
自
然
・
温
泉
・

食
・
歴
史
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
資

源
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
指
定
管
理
者
へ
の
移
行

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

新
た
な
る
付
加
価
値
を
付
け
て

い
く
作
業
に
至
る
時
期
に
来
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
へ
の
移
行

も
当
然
考
え
て
い
ま
す
。
市
が
具
体
的
な

方
策
を
出
し
な

が
ら
、
天
草
四

郎
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
運
営
委

員
会
の
皆
様
と

協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

田中　万里議員

桑原　千知議員天草四郎メモリアルホール

前島開発予定地周辺
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議員活動報告議員活動報告
　私たち議員は、議員有志で勉強会や視察研修を行ない、議員としての資質向上や、今後の市政にどの

ように活かすことができるかを考え活動しています。

　今回は１０～１１月に行った研修の一部について報告します。

　１１月１４日から１５日にかけて【防災・危機
管理における地方議員の役割】などについて
研修してきました。講師は、中央大学大学院教授

（弁護士）幸田雅治氏で、東日本大震災から学
ぶことの中に「地方議員と地域住民との関係に
着目した視点」について注目しました。①人と
人のつながりの視点、②官民融合の視点、③リ
スクコミュニケーションの視点、この３つは、い
ずれも地方議員の役割・責任は重いということ
であります。
　この研修で得たことは、地域の皆様と日頃か
ら会話・行動を共にし、情報の共有や自分の地
域のことをよく理解しておくことが大事である
と感じました。

　１０月３０日から１１月１日までの３日間、済
州オルレフェスティバルに参加しました。さす
が本場のオルレの地。済州島の雄大な自然の中
を、地元の方々のおもてなしを受けながら歩く
ことができました。
　また、本場の施設や整備など、学ぶこともた
くさんあり、本市の２コース（維和島コース・松
島コース）の環境整備に活かしていかなければ
と思いました。済州オルレと九州オルレが連携
を深めることで、お互いのオルレが更に盛り上
がり、日韓の友好に発展できたらと思います。

済州オルレフェスティバル 楊平郡との協定式

＊参加議員＊
田中たつお議員、新宅靖司議員
島田光久議員

＊研修日程＊
【１日目】
「地方議員の地位」について
【２日目】
「防災・危機管理における地方議員
の役割」について

＊参加議員＊
切通英博議員、平田晶子議員
何川雅彦議員、桑原千知議員

＊研修日程＊
【１日目】
済州（チェジュ）島市場視察
　　　　　　↓
済州日本総領事館の鈴木総領事を
表敬訪問

【２日目】
済州オルレフェスティバルに参加
　　　　　　↓
楊平郡（ヤンピョングン）との「友
情の道」提携協定式に出席

【3日目】
帰国

防災研修

韓国・済州島へ視察研修
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開催日･･････ 平成 25 年 11 月 19 日（火）
開催場所････ 上天草市商工会（松島町）
関係団体････ 上天草市商工会青年部
テーマ･･････ ｢まちづくり｣ について
参加人数････ 17 名

議会報告会議会報告会議会報告会
（関係団体との懇談会）を開催しました！（関係団体との懇談会）を開催しました！

　全議員による議会報告会を、昨年の１１月に開催し、合

計４８名の皆さまに参加いただきました。

　今年度の議会報告会はこれまでとは違い、常任委員会

ごとにテーマを決め、所管の関係団体と懇談会形式で行

いました。

　ここでは常任委員会ごとのテーマや寄せられたご意

見などについて、一部ご紹介します。

懇談会の内容・ご意見など
・�商工会青年部が主催している「天草サ

ンセット市場」の継続性を保つため、

まちづくり助成金を活用してはどうか

（議員提案）。

→来年度、申請予定（商工会青年部）

・�これまでの助成金を活用した事業につ

いて。

総務常任委員会
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経済建設常任委員会

開催日･･････ 平成 25 年 11 月 11 日（月）
開催場所････ ＪＡ大矢野統括支所
関係団体････ ＪＡ生産部会・理事
テ ー マ･････ �｢上天草市における市民と農業

の相互発展｣ について
参加人数････ 17 名

懇談会の内容・ご意見など
・耕作放棄地対策について。

・�水不足の解消。農業用水が不足するた

め、貯水池を作れないか。

・イノシシ対策と補助の見直しを。

・�農業基盤整備の必要性やレタス、玉ね

ぎなどの特産品化について。

懇談会の内容・ご意見など
・親の教育も必要ではないか。

・ 大矢野中サロンをもっと増やして欲しい。

・�導入したスクールサポーターの効果は

出ていると思う。

・�こういった機会を増やし、今回出た意

見に対し取り組んだことの報告をして

欲しい。

開催日･･････ 平成 25 年 11 月 26 日（火）
開催場所････ 大矢野庁舎書庫棟
関係団体････ 大矢野中学校ＰＴＡ
テーマ･･････ �｢大矢野中学校について共に考

える｣ について
参加人数････ 14 名

文教厚生常任委員会
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次の定例議会は ぜひ傍聴にお越しください　　
詳しくは議会事務局へ　0964-56-11112月25日開会です

「新鮮な魚がおいし
くて美肌になれる温
泉がある。お・も・て・
な・しのできるまち」

「みんなが優しく、すぐ仲良
くなれるところ」

表紙の写真

テーマ：「上天草市のいいところは？」
突 インタビュー撃

○インタビュー・撮影にご協力いただきありがとうございました。

藤田家居住地跡

今回は大矢野町にお邪魔して突撃インタビューをさせていただきました。

まちを歩いて・・・まちを歩いて・・・ 龍ヶ岳地区

　藤田家は１５３２年の初め頃から始まる。その後、天草は幕府直轄の「天領」
となり、鈴木重成代官着任後、龍ヶ岳旧三村（大道、高戸、樋島）の大庄屋に任命
される。１６７２年、砥岐組９カ村（現在の倉岳町、御所浦町、龍ヶ岳町、姫戸
町）の大庄屋としての幕命が下る。そして３カ
年に限り島原藩の預り地となり、大庄屋屋敷
内に樋島代官所を設けて米蔵を建て、飛脚船
を備えて９カ村支配を行った。
　大庄屋は現在の役場、警察の役目を果たし
ていた。庄屋の地番１番地、この地を基準に
して地域の地番が付けられている。町民は民
政治安の核であったこの大庄跡を（役座）と
呼び往時を偲んでいる。

上天草市議会だより　第15号　平成26年2月15日発行　
ホームページアドレス http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp

砥岐組大庄屋藤田家

編
集
後
記

　

年
が
変
わ
り
最
初
の
議
会
広
報
で
す
。
こ

の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
立
春
を
過
ぎ
、

春
の
足
音
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
聞
こ
え
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
長
期
に
わ
た
り
低
落
傾
向
に
あ
っ

た
日
本
が
よ
う
や
く
反
転
攻
勢
に
転
じ
た
年

で
あ
っ
た
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
方
分
権

が
謳
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
や
は
り
我
々

は
日
本
に
生
ま
れ
育
ち
、
後
世
に
素
晴
し
い

国
体
と
郷
土
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
と
地
方
は
運
命
共
同
体
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

　

よ
く
「
誇
り
を
も
つ
」
と
申
し
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
ま
ず
歴
史
、
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と

か
ら
始
め
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
映
画
「
永

遠
の
０
」
で
は
、
亡
き
祖
父
の
歴
史
を
紐
解

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
知
り
得
な
か
っ

た
事
を
発
見
し
た
主
人
公
の
心
の
変
わ
り
様

が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
家
の
歴
史
、

郷
土
の
歴
史
、
そ
し
て
日
本
の
歴
史
。
一
部

の
歴
史
の
断
片
を
切
り
取
っ
て
論
ず
る
ば
か

り
で
は
な
く
悠
久
の
歴
史
を
「
古
事
記
」
な

ど
書
物
か
ら
読
み
取
っ
て
み
ら
れ
て
は
と
思

い
ま
す
。
き
っ
と
今
ま
で
体
感
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
感
激
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

世
界
中
ど
こ
を
探
し
て
も
な
い
神
話
と
言
語
、

民
族
が
一
体
と
な
っ
た
国
、
四
方
を
海
に
囲

ま
れ
た
自
然
の
豊
富
な
恵
み
に
溢
れ
た
島
に

私
た
ち
は
縁
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
何
川　

雅
彦
）

大矢野町上
　赤松里美さん

維和中学校
　バレー部の皆さん

キラリ

姫戸町牟田地区の『牟田つわ
だけ棒踊り保存会』では、現在
子ども達が伝統文化を守り続
けています。毎年元旦に地区
の十五社宮に奉納されます。
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